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2

６
月
定
例
会

　平成29年第2回定例会（6月議会）が6月

1日に開会し、9日から13日の日程で一般質

問が行われました。14日からは予算決算委

員会において補正予算審査、20日には議案

審議を行い専決処分の承認、一般会計補正

予算など村長提出議案等19件をすべて可決

しました。

要請文より抜粋

　原子力施設を管理・運営する日本原子力研究開発

機構においては万全な安全対策を講じることは当然

の責務であり、原子力に関する事故はあってはなら

ない。村民を代表する機関である自治体の議会とし

て、下記の事項に関し強く要請する。

１．早急に事故原因等について究明を図り、当村議

会に対し詳細な結果・情報提供等を行うこと。

２．原子力施設の安全管理・運営、安全対策につい

て、より一層の徹底を図るため、組織を挙げて

取り組むことはもちろんのこと、貴機構職員一

人ひとりの安全に対する意識改革を図ること。

　また、発議として「日本原子力研究開発

機構大洗研究開発センター燃料研究棟にお

ける作業員の汚染、被ばく事故に関する緊

急要請」（下記参照）が提出され全会一致で

可決、「地方議会議員の厚生年金制度への加

入を求める意見書」については賛成多数で

可決されました。

大洗所長に強く要請

安全の徹底を求める

要 請 文 を 可 決
発議とは

議会の会議において、議員が

議事の対象となるべき問題を

議長に提出することです。

その問題が議案の場合には、

発案または提案ともいいます。
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６
月
定
例
会

東海南中学校格技場

完成イメージ図

現存のスライダー

　スイミングプラザのスライダー改修工事が実施されます。工事内容は現存のスライダーを撤去し、
新たにスライダーを設置するものです。併せて、着水プールやスタートデッキの改修工事、子ども用
すべり台の塗替えも行います。

　東海南中学校格技場の改修工事
が行われます。工期は平成29年
12月まで予定されており、格技
場・技術棟・渡り廊下の内外装改
修や、格技場のトイレ棟増設が実
施されます。

こどもたちへ
　～豊かな環境を～

スライダー新設

格技場改修

いまのスライダーを撤去し
曲線スライダ―を新設
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無
会
派　
　
　大

名
美
恵
子 

議
員

　

家
庭
的
保
育
事
業
等
及
び
企
業
主
導

型
保
育
事
業
の
固
定
資
産
税
に
課
税
標

準
の
特
例
を
導
入
し
、
事
業
の
推
進
を

図
る
こ
と
に
反
対
。
公
的
保
育
の
拡
充

を
目
指
し
、
無
資
格
者
に
よ
る
保
育
や

待
機
児
童
解
消
に
は
つ
な
が
ら
な
い
な

ど
問
題
あ
る
事
業
は
廃
止
に
。

　

無
会
派　
　
　大

名
美
恵
子 

議
員

　
「
現
在
の
国
民
年
金
で
は
暮
ら
し
て

い
け
な
い
」
は
、
多
く
の
国
民
の
訴

え
。
住
民
の
代
表
で
あ
る
議
員
が
自
ら

　

光
風
会　
　
　江

田　

五
六 

議
員

　

特
権
的
と
い
わ
れ
た
議
員
年
金
が
廃

止
に
な
っ
て
わ
ず
か
６
年
。
私
た
ち
議

員
の
安
定
し
た
老
後
の
た
め
の
年
金
の

確
保
を
考
え
る
前
に
、
国
民
・
村
民
の

厳
し
い
年
金
の
現
状
に
、
目
を
配
る
必

要
が
あ
る
。
国
民
・
村
民
の
理
解
は
得

ら
れ
な
い
。

　

　

公
明
党

岡
崎　
　

悟 

議
員

　

平
成
23
年
の
年
金
制
度
廃
止
に
伴
う

衆
参
両
院
か
ら
の
付
帯
決
議
に
基
づ

き
、町
村
議
長
全
国
大
会
で
決
議
さ
れ
、

そ
の
要
請
を
受
け
た
発
議
。
地
方
議
員

の
厚
生
年
金
制
度
は
、
新
た
な
人
材
確

保
と
若
返
り
、
そ
し
て
村
議
会
存
続
の

た
め
に
必
要
な
制
度
。

承
認
第
１
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
（
東
海
村
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

発
議
第
２
号

地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
制

度
へ
の
加
入
を
求
め
る
意
見
書

に
つ
い
て

６
月
定
例
会

各議員の賛否（議案で賛否の分かれたもの）
新政とうかい 光風会 豊創会 公明党 無会派

結果
鈴
木　
　

曻

飛
田　

静
幸

村
上　

邦
男

舛
井　

文
夫

大
内　

則
夫

越
智　

辰
哉

河
野　

健
一

武
部　

愼
一

吉
田　

充
宏

寺
門　

定
範

笹
嶋　

士
郎

新
垣
麻
依
子

江
田　

五
六

恵
利　

い
つ

村
上　
　

孝

阿
部　

功
志

岡
崎　
　

悟

植
木　

伸
寿

大
名
美
恵
子

清
宮　

寿
子

承認第　１号 ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 承認

承認第　２号 ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 承認

発議第　２号 ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ × × 可決

○…賛成　　　×…反対

賛成反対

反対反対

論

討

【

】

討
論
と
は
…
自
分
の
意
見（
賛
成
ま
た
は
反
対
）を
表
明

し
、そ
の
意
見
に
反
対
す
る
者
や
、賛
否
の
意

思
を
決
め
て
い
な
い
者
を
、自
分
の
意
見
に
賛

同
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
行
う
も
の
で
す
。

議 案 名 と 要 旨
承認第　１号 専決処分の承認を求めることについて（東海村税条例の一部を改正する条例）

　軽自動車税率のグリーン化特例の見直しや固定資産税の課税標準の特例措置の導入など、地方税法等の
改正に伴う条例の改正

承認第　２号 専決処分の承認を求めることについて（東海村都市計画税条例の一部を改正する条例）

　都市計画税の課税標準の特例措置や法律改正に伴う条項のズレを改正するなど、地方税法等の改正に伴
う条例の改正

発議第　２号 地方議会議員の厚生年金制度への加入を求める意見書について

　地方議会議員の厚生年金制度加入のための法整備を早急に実現することを求める意見書

の
生
活
保
障
と
成
り
手
を
確
保
す
る
た

め
に
と
厚
生
年
金
加
入
を
求
め
、
公
費

負
担
の
増
を
図
ろ
う
と
す
る
こ
と
に
は

反
対
。
国
民
年
金
の
充
実
こ
そ
必
要
。
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※太字の質問を掲載。
※議会ホームページでもご覧いただけます。

大名　美恵子　議員
１　安全協定見直し要求における
　　原電の回答への対応
２　東海第二原発の再稼働是非の判断
３　東海村広域避難計画の策定進捗と避難訓練実施
４　家族介護用品購入費助成事業について
５　真崎浦土地改良区揚排水機場の管理
６　就学援助制度の入学準備金の入学前支給ほか、
　　改善に向けた取り組み
７　東海文化センターホール及びステーション
　　ギャラリーBの貸館機能の充実

恵利　いつ　議員
１　子どもたちの避難計画はどのように
　　なっているのか
２　緑地保全に対する村の考え、
　　中長期ビジョンについて
３　高齢者ドライバーの自動車運転免許証の
　　自主返納

寺門　定範　議員
１　道路整備と維持管理について
２　下水道の整備状況
３　農地等利用最適化推進について
４　久慈川河川敷運動場などについて

武部　愼一　議員
１　311 大震災傷跡のデータの記録管理
２　東海村の公共交通について
３　新学習指導要領への対応について村における
　　教育条件の整備とは何か
４　東海村における原子力人材育成の方向性
５　村全体を俯

ふ か ん

瞰した総合管理計画の構築に向けて

越智　辰哉　議員
１　東海村総合教育会議について
２　広域事務組合との連携について
３　補助金等審議会について
４　公共施設の有効活用

笹嶋　士郎　議員
１　女性活躍に向けた人事
２　東海病院の充実
３　公共事業の早期発注と地元優先の取り組み
４　国体に向けた意識向上の取り組み

新垣　麻依子　議員
１　地方包括ケアシステムの構築
２　公共施設の分煙

阿部　功志　議員
１　原発再稼働に対する村長の見解は
２　原発再稼働に対する村民の意見を確認する方法は
３　避難計画の最終決定機関である
　　「東海村防災会議」の実情は
４　安全協定の見直しについて、
　　首長懇談会の進捗状況は
５　避難計画について、役場職員のかかわり方は
６　教育現場へのアンケートの結果は

植木　伸寿　議員
１　乳幼児の家庭内事故防止への取り組み
２　通学路の危険個所改善への取り組み
３　地域の防犯活動への取り組み
４　「とうかいまるごと博物館」事業について

江田　五六　議員
１　2025 年問題への村の対応
２　学童クラブについて
３　（仮）歴史と未来の交流館建設に対する
　　付帯決議への対応

吉田　充宏　議員
１　遊休農地及び耕作放棄地の対策
２　除染廃棄物及び広域避難訓練について
３　公用車の有効利用
４　歴史・観光資源の活用

清宮　寿子　議員
１　来年、運転期間 40年の東海第二原発は、
　　安全確保を、最優先にすべき
２　東海村公共施設等総合管理計画推進のための
　　取り組み内容と、今後の投資的経費の見通しは

問
質
般
一

問質般一
　一般質問とは、村長や教育長に対して議員が質問を行い、新たな施策の提案や意見を述べ、
時には是正を求め、村政をより良い方向へ導くものです。質問時間は答弁を抜いて 1人 30分。
再質問，再々質問まで許されています。

村政を問う！
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問　

真
崎
浦
土
地
改
良
区

の
揚
排
水
機
場
の
管
理

は
、
水
路
が
農
業
専
用
の

た
め
土
地
改
良
区
が
独
自

に
行
っ
て
い
る
。
一
方
、

東
海
圷
土
地
改
良
区
内
の

竹
瓦
、
豊
岡
、
細
浦
の
場

合
、
都
市
排
水
路
の
流
末

と
重
な
る
た
め
村
の
管
理

で
あ
る
。
昨
今
集
中
豪
雨

が
頻
発
し
農
繁
期
以
外
で

も
機
場
の
運
転
が
必
要
に

な
る
が
、
真
崎
浦
土
地
改

良
区
の
管
理
費
用
は
地
権

者
賦
課
金
に
頼
ら
ざ
る
を

得
な
い
。
米
価
が
低
迷
す

る
中
、
賦
課
金
引
き
上
げ

は
大
変
厳
し
い
と
考
え
ら

れ
る
。
村
の
支
援
が
さ
ら

に
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
東
新
川
は
上
流
部
の

宅
地
開
発
等
で
都
市
排
水

路
の
役
割
が
高
ま
り
つ
つ

あ
る
こ
と
や
、
集
中
豪
雨

の
多
発
で
農
閑
期
で
も
機

場
運
転
が
多
く
な
っ
て
い

る
。
村
と
し
て
、
豪
雨
等

に
よ
る
機
場
の
緊
急
運
転

に
係
る
費
用
に
対
す
る
支

援
の
在
り
方
を
検
討
す

る
。

問　

中
央
排
水
路
の
貯
水

量
が
減
少
し
て
お
り
改
良

区
で
は
村
に
浚
し
ゅ
ん
せ
つ渫
を
要
望

し
て
い
る
と
聞
く
。
考
え

方
は
ど
う
か
。　
　
　

答　
中
央
排
水
路
の
管
理

は
土
地
改
良
区
が
行
う
も

の
で
あ
る
が
、
改
良
区
の

運
営
状
況
等
を
踏
ま
え
て

検
討
す
る
。

問　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
緑
地
保
全
活
動
の
今
後

の
見
通
し
は
。

答　
高
齢
化
等
に
よ
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
数
が

減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
は

認
識
し
て
い
る
。
自
治

会
、事
業
者
、学
校
等
様
々

な
団
体
を
通
じ
多
く
の
参

加
者
を
募
集
す
る
な
ど
、

継
続
的
な
活
動
の
た
め
働

き
か
け
を
行
う
。
村
民
・

事
業
所
・
行
政
が
一
体
と

な
っ
た
、
環
境
に
対
す
る

意
識
づ
く
り
、
協
働
・
連

携
に
よ
る
管
理
体
制
の
整

備
を
進
め
る
。

問　

年
金
支
給
年
齢
引
き

上
げ
、
定
年
延
長
な
ど
時

代
的
背
景
が
変
わ
っ
た
。

緑
地
保
全
に
限
ら
ず
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
頼
る

ま
ち
づ
く
り
に
は
無
理
が

出
て
き
て
い
る
の
で
は
。

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制

度
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
へ
の
委
託

な
ど
の
検
討
も
必
要
と
思

う
。
村
長
の
考
え
は
。

答　

ま
ち
づ
く
り
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
精
神
や
補
助
金

だ
け
で
は
無
理
。
地
域
で

お
金
が
回
る
仕
組
み
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
等

を
進
め
た
い
。

問　

交
流
館
建
設
予
定
地

は
、
街
中
に
残
る
貴
重
な

緑
地
。
保
存
を
望
む
声
が

多
く
聞
か
れ
る
。
ま
ず
、

下
草
を
刈
っ
て
森
の
良
さ

を
確
認
す
べ
き
。

答　

施
設
用
地
と
し
て
購

入
し
た
の
で
、
あ
る
程
度

の
伐
採
を
前
提
と
し
て
い

る
。

問
質
般
一

光風会　恵利　いつ　議員

無会派　大名　美恵子　議員

問

問

答

答

真崎浦土地改良区への
　支援強めて

継続が危ぶまれる
　自主的緑地保全

村の支援の在り方を検討する

高齢化により活動の継続に課題

押延ため池いこいの森整備風景

集中豪雨で運転が増加している
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問　

村
民
が
安
心
し
、
安

全
に
暮
ら
す
う
え
で
必
要

な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
道
路

は
、
着
実
に
整
備
・
補
修

を
進
め
る
こ
と
が
必
須
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
部
分

的
な
修
繕
で
は
な
く
、
問

題
の
多
い
道
路
か
ら
路
面

舗
装
の
打
ち
か
え
等
の
修

繕
を
計
画
的
に
で
き
な
い

か
。

答　
昨
年
度
村
内
全
域
を

見
回
り
、
舗
装
面
の
損
傷

個
所
を
調
査
し
、
維
持
管

理
に
必
要
な
基
礎
資
料
を

ま
と
め
た
。
こ
れ
を
基
に

「
道
路
の
維
持
修
繕
計

画
」
を
策
定
し
、
計
画
的

に
改
修
を
行
っ
て
い
く
。

問　

下
水
道
事
業
認
可
計

画
区
域
外
は
、
浄
化
槽
設

置
に
関
す
る
補
助
金
な
ど

が
あ
る
。
下
水
道
事
業
認

可
計
画
区
域
内
で
あ
っ
て

も
、
整
備
完
了
に
長
期
を

要
す
る
地
域
の
対
象
者
に

対
し
、
負
担
を
軽
減
す
る

補
助
金
を
出
す
こ
と
が
で

き
な
い
か
。

答　
長
期
に
な
る
個
所
に

は
、
国
・
県
の
補
助
を
受

け
て
い
る
合
併
処
理
浄
化

槽
設
置
補
助
の
活
用
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

問　

社
会
イ
ン
フ
ラ
・
公

共
施
設
等
の
総
合
管
理
計

画
が
示
さ
れ
た
が
、
基
礎

デ
ー
タ
と
な
る
個
別
施
設

の
運
用
、
更
新
、
廃
止
、

必
要
性
等
の
議
論
も
な
し

に
デ
ー
タ
が
入
力
さ
れ
、

今
後
、
毎
年
数
十
億
円
の

予
算
不
足
が
叫
ば
れ
て

い
る
。
村
に
は
多
く
の

計
画
が
あ
る
が
、
こ
の
内

容
は
審
議
さ
れ
た
も
の
で

は
な
い
。
公
共
施
設
は
村

民
の
資
産
で
あ
り
、
官
民

連
携
等
に
よ
る
確
か
な
運

用
が
必
要
な
時
代
。
個
別

基
本
計
画
を
全
庁
的
に
見

直
し
、
必
要
性

を
さ
ら
に
議
論

し
、
今
何
を
す

べ
き
か
し
っ
か

り
見
定
め
、
総

力
を
挙
げ
、
行

財
政
改
革
を
反

映
さ
せ
た
本
当

の
総
合
管
理
計

画
を
構
築
す
べ

き
。

答　
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
推
進
会

議
準
備
会
を
立
ち
上
げ
、

評
価
に
関
す
る
ル
ー
ル
作

り
か
ら
着
手
す
る
。
フ
ァ

シ
リ
テ
ィ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
推
進
す
る
上
で
も
官

民
連
携
に
よ
る
維
持
管
理

コ
ス
ト
縮
減
や
行
財
政
改

革
に
繋
げ
て
い
く
。
公
共

施
設
の
有
効
活
用
に
は
官

民
連
携
だ
け
で
な
く
、
地

域
要
求
等
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン

が
必
要
。
一
人
ひ
と
り
が

真
剣
に
考
え
る
時
期
に
き

て
い
る
。
全
庁
的
に
本
当

の
意
味
で
の
有
効
活
用
が

で
き
る
よ
う
考
え
て
い
く
。

問
質
般
一

新政とうかい　武部　愼一　議員

新政とうかい　寺門　定範　議員

問

問

答

答

村道の維持管理計画について

本当の総合管理計画を
　構築すべき

道路の維持修繕計画を策定する

本当の意味での有効活用を考える

問
　
長
期
間
下
水
道
未
整

備
の
補
助
金

答
　
浄
化
槽
設
置
補
助
の

活
用
を
検
討

公共施設最適化事業債を活用した先進事例
子育て支援・多世代交流施設整備事業（ひたちなか市）

（総務省HPより抜粋）

早期補修が望まれる村道
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問　

消
防
行
政
は
ひ
た
ち

な
か
市
と
の
広
域
事
務
組

合
へ
移
行
し
、
５
年
目
に

入
っ
た
。
道
路
工
事
に
伴

う
通
行
止
め
や
、
住
宅
密

集
地
に
お
け
る
緊
急
車
両

の
進
入
困
難
箇
所
の
把
握

な
ど
、
村
役
場
と
広
域
消

防
と
で
は
、
日
々
ど
の
よ

う
に
連
携
し
て
い
る
の

か
。

答　
道
路
工
事
等
の
通
行

止
め
は
、
警
察
署
へ
の
申

請
と
共
に
広
域
事
務
組
合

に
届
出
が
提
出
さ
れ
る
。

ま
た
、
村
内
の
緊
急
車
両

の
通
行
困
難
な
箇
所
が
十

数
箇
所
あ
る
が
、
定
期
的

に
消
防
職
員
が
現
場
を
確

認
し
て
、
緊
急
対
応
の
円

滑
化
に
努
め
て
い
る
。
さ

ら
に
、
東
海
消
防
署
内
に

村
役
場
の
非
常
勤
職
員
を

配
置
し
、
日
々
の
情
報
交

換
は
も
と
よ
り
、
火
災
出

動
の
情
報
共
有
を
行
っ
て

い
る
ほ
か
、
定
例
の
消
防

団
分
団
長
会
議
な
ど
を
通

じ
て
、
連
携
・
協
力
体
制

の
構
築
に
心
掛
け
て
い

る
。

問　

村
民
か
ら
す
る
と
、

消
防
行
政
に
関
す
る
情
報

が
不
足
し
が
ち
で
あ
る
た

め
、
定
期
的
に
村
広
報
紙

に
広
域
消
防
の
記
事
を
掲

載
す
べ
き
で
あ
る
。

答　
機
会
を
捉
え
て
広
報

誌
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
通
じ
て

情
報
発
信
に
努
め
る
。

問
　
公
共
事
業
の
早
期
発

注
状
況
は
提
出
資
料
よ
り

お
お
む
ね
達
成
し
て
い

る
。
し
か
し
、
須
和
間
踏

切
の
歩
道
拡
幅
は
、
他
踏

切
を
廃
止
し
て
も
進
め
る

べ
き
で
あ
り
、
南
中
生
徒

の
安
全
の
た
め
に
絶
対
必

要
で
あ
る
。
現
在
の
進
捗

状
況
を
伺
う
。

答　
踏
切
内
の
歩
行
者
や

自
転
車
な
ど
の
通
行
に
不

便
を
き
た
し
て
い
る
状
況

と
認
識
し
て
い
る
。
他
踏

切
を
廃
止
す
る
こ
と
は
、

歩
道
拡
幅
の
条
件
整
備
に

有
効
な
手
段
だ
が
、
地
域

の
人
の
移
動
を
制
限
す
る

た
め
検
討
は
慎
重
に
行
っ

て
い
く
。

問
　
村
内
業
者
の
優
先
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
庁

内
全
員
の
意
識
醸
成
を
お

願
い
し
た
い
。
工
事
や
物

品
購
入
な
ど
村
内
業
者
で

出
来
る
も
の
は
、
村
内
の

業
者
・
商
店
な
ど
に
発
注

す
る
こ
と
が
循
環
型
社
会

に
必
要
と
思
う
が
い
か
が

か
。

答　
村
内
業
者
が
受
注
す

る
こ
と
は
、
地
域
経
済
の

活
性
化
と
村
内
業
者
の
育

成
に
繋
が
っ
て
い
く
も
の

で
あ
る
の
で
、
村
内
業
者

を
優
先
的
に
指
名
し
て
い

る
。
し
か
し
、
透
明
性
、

公
正
性
及
び
競
争
性
を
堅

持
す
る
こ
と
や
、
競
争
性

を
保
つ
た
め
村
外
業
者
を

指
名
す
る
こ
と
も
あ
り
、

ご
理
解
を
願
い
た
い
。

問
質
般
一

新政とうかい　笹嶋　士郎　議員

新政とうかい　越智　辰哉　議員

問

問

答

答

消防行政の連携は
　どうなっている

公共事業の
　地元優先の取り組み

出動時や日々の情報交換で対応

村内業者を優先的に指名している

廃止を提案した船場踏切
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問　

公
共
施
設
の
分
煙
状

況
は
。

答　
小
中
学
校
や
村
立
幼

稚
園
・
保
育
所
を
敷
地
内

禁
煙
、
役
場
庁
舎
、
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
絆
、
図
書

館
、
コ
ミ
セ
ン
、
村
立
東

海
病
院
な
ど
が
建
物
内
禁

煙
と
し
て
い
る
。

問　

村
立
東
海
病
院
や
各

コ
ミ
セ
ン
の
分
煙
状
況

は
。

答　
東
海
病
院
は
、
雨
天

時
を
考
慮
し
屋
根
の
あ
る

駐
輪
場
の
隅
に
一
カ
所
設

置
し
て
い
る
。
コ
ミ
セ
ン

は
平
成
28
年
度
に
喫
煙
所

の
見
直
し
を
実
施
し
、
職

員
の
目
の
届
く
場
所
や
屋

根
の
あ
る
場
所
な
ど
総
合

的
に
考
慮
し
新
し
い
喫
煙

場
所
と
し
た
。

問　

コ
ミ
セ
ン
に
よ
っ
て

は
喫
煙
所
が
入
口
付
近
に

あ
る
な
ど
十
分
な
分
煙
が

で
き
て
お
ら
ず
、
東
海
病

院
も
同
様
で
あ
る
。
喫
煙

場
所
の
再
検
討
が
必
要
で

は
な
い
か
。
な
お
、
東
海

病
院
に
関
し
て
は
健
康
増

進
の
観
点
か
ら
敷
地
内
禁

煙
で
得
ら
れ
る
も
の
は
多

い
よ
う
に
思
う
。

答　
様
々
な
方
が
利
用
す

る
コ
ミ
セ
ン
の
特
性
を
踏

ま
え
、
村
内
公
共
施
設
の

取
り
組
み
の
中
で
対
応
を

図
っ
て
い
き
た
い
。
東
海

病
院
に
関
し
て
は
、
お
見

舞
い
に
来
た
方
や
外
来
の

待
ち
時
間
に
利
用
す
る
方

も
い
る
こ
と
か
ら
、
現
状

で
は
敷
地
内
禁
煙
は
難
し

い
。

問　

こ
の
会
議
が
避
難
計

画
の
最
終
決
定
機
関
だ

が
、こ
れ
ま
で
の
経
過
は
。

答　
避
難
計
画
に
つ
い
て

は
平
成
26
年
８
月
に
１
回

協
議
し
た
。
議
事
録
は
公

開
し
て
い
な
い
。

問　

委
員
構
成
が
原
発
推

進
に
偏
っ
て
い
て
、
村
民

と
同
じ
問
題
意
識
が
あ
る

の
か
疑
問
。
委
員
構
成
の

見
直
し
は
。
会
議
を
開

き
、
問
題
点
の
共
有
を
。

答　
法
に
基
づ
く
設
置
で

あ
り
、
委
員
を
見
直
す
考

え
は
な
い
。
今
後
は
必
要

に
応
じ
て
開
催
し
て
い

く
。

問　

再
稼
働
賛
成
反
対
の

ど
ち
ら
に
な
っ
て
も
村
民

に
し
こ
り
は
残
る
。
そ
の

ケ
ア
は
。

答　
東
海
村
に
住
み
続
け

た
い
と
思
う
人
に
寄
り
添

い
た
い
。
フ
ォ
ロ
ー
も
し

て
い
き
た
い
。

問　

事
故
時
、
避
難
誘
導

す
る
村
職
員
に
も
理
不
尽

な
被
ば
く
の
可
能
性
が
あ

る
。
最
後
ま
で
残
っ
て
誘

導
す
る
役
割
は
ど
の
よ
う

な
職
員
が
担
う
の
か
。

答　
被
ば
く
を
避
け
る
た

め
継
続
し
た
訓
練
を
実
施

し
、
実
効
性
の
高
い
計
画

の
策
定
を
目
指
す
。
避
難

を
拒
否
す
る
住
民
が
い
た

場
合
、
警
察
・
自
衛
隊
と

共
に
、
避
難
を
促
す
担
当

の
職
員
が
該
当
す
る
と
考

え
て
い
る
。

問
質
般
一

豊創会　阿部　功志　議員

新政とうかい　新垣　麻依子　議員

問
　
避
難
時
、
職
員
に
被

ば
く
の
可
能
性
が

答
　
被
ば
く
を
避
け
る
訓

練
・
計
画
を
目
指
す

問

問

答

答

東海病院を敷地内禁煙に

「東海村防災会議」の実情は

現状では難しい

平成26年に一度協議

避難誘導する役場職員

東海病院の喫煙所
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問　

現
在
実
施
し
て
い
る

乳
幼
児
に
対
す
る
家
庭
内

事
故
防
止
へ
の
啓
発
の
取

組
と
、
今
後
注
意
喚
起
を

ど
う
推
進
す
る
の
か
。
取

組
を
伺
う
。

答　
「
赤
ち
ゃ
ん
教
室
」

や
乳
幼
児
健
診
の
際
に
、

事
故
と
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

が
記
載
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
配
布
し
て
い
る
。

ま
た
、
１
歳
６
カ
月
児
健

診
の
問
診
に
、
家
庭
内
で

事
故
防
止
策
を
講
じ
て
い

る
か
、
と
い
う
問
い
を
設

け
、
注
意
喚
起
を
し
て
い

る
。
今
後
も
「
は
ぐ
♥
く

み
」
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
で
、

各
種
相
談
に
応
じ
継
続
し

て
事
故
防
止
に
努
め
る
。

問　

事
故
防
止
は
、
子
ど

も
の
発
達
段
階
に
応
じ
た

注
意
喚
起
が
大
事
で
は
な

い
か
。
取
組
み
を
伺
う
。

答　
年
齢
に
応
じ
た
事
故

と
注
意
事
項
を
掲
載
し
た

ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
、
注

意
喚
起
に
努
め
る
。

問　

子
ど
も
と
接
す
る
時

間
の
短
い
お
父
さ
ん
な
ど

に
も
、
紙
芝
居
な
ど
を
活

用
し
、
注
意
喚
起
す
る
場

が
必
要
と
考
え
る
が
、
見

解
を
伺
う
。

答　
先
進
事
例
を
参
考
に

今
後
も
取
組
を
展
開
す

る
。

問　

①
工
事
完
成
後
の
管

理
運
営
計
画
の
骨
子
等
に

つ
い
て　

②
住
民
か
ら
は

施
設
の
必
要
性
や
建
設
コ

ス
ト
等
に
つ
い
て
疑
問
視

す
る
声
も
聞
か
れ
る　

③

広
く
村
民
の
理
解
を
得
た

上
で
予
算
執
行
す
る
こ

と
。

答　
各
コ
ミ
セ
ン
で
交
流

館
の
基
本
設
計
と
管
理
運

営
計
画
の
骨
子
に
つ
い
て

説
明
。
同
時
に
意
見
交
換

も
行
う
。

問　

コ
ミ
セ
ン
の
説
明
会

に
な
ぜ
教
育
長
は
出
席
し

な
い
の
か
。

答　
基
本
設
計
の
具
体
的

な
説
明
な
の
で
実
務
者
の

部
課
長
に
任
せ
て
い
る
。

問　

江
戸
時
代
に
は
民
の

声
に
耳
を
傾
け
る
政
治
姿

勢
と
し
て
「
気
受
け
」
が

あ
っ
た
。
村
は
住
民
の
声

を
ど
の
よ
う
に
取
り
上
げ

よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

答　
住
民
の
声
も
大
切
で

あ
り
、
行
政
が
政
策
と
し

て
取
り
組
む
こ
と
も
大
切
。

問　

光
風
会
と
し
て
以
下

を
提
案
。
考
え
を
伺
う
。

⑴　

建
物
を
縮
小
・
予
算

の
見
直
し
。

⑵　

今
あ
る
自
然
環
境
に

マ
ッ
チ
ン
グ
し
た
木

造
建
物
に
。

⑶　

青
少
年
セ
ン
タ
ー
は

ア
イ
ヴ
ィ
ル
を
使
用

す
る
。

⑷　

村
民
の
交
流
は
、
地

域
ご
と
に
あ
る
コ
ミ

セ
ン
を
充
実
し
、
ア

イ
ヴ
ィ
ル
や
姉
妹
都

市
交
流
会
館
等
を
有

効
利
用
す
る
。

答　
意
見
と
し
て
伺
っ
て

お
く
。

問
質
般
一

光風会　江田　五六　議員

公明党　植木　伸寿　議員

問

問

答

答

乳幼児の家庭内での事故防止は

交流館に対する
　付帯決議への対応

啓発ポスターなどを活用する

住民との意見交換の場を設ける

乳幼児の注意喚起ポスター

県産材を活用した日本一のログハウス風を目指す
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問　

本
村
が
取
り
組
ん
で

い
る
、
遊
休
農
地
の
対
策

に
つ
い
て
伺
う
。

答　
遊
休
農
地
の
解
消
の

た
め
、
農
業
委
員
会
は
月

１
回
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
地

権
者
に
遊
休
農
地
の
利
用

意
向
調
査
並
び
に
農
地
利

用
の
相
談
体
制
の
強
化
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
遊

休
農
地
に
さ
せ
な
い
た
め

に
農
地
の
紹
介
や
斡あ
っ
せ
ん旋
を

進
め
、
発
生
防
止
に
努
め

て
い
る
。

問　

地
道
な
活
動
だ
が
、

パ
ト
ロ
ー
ル
、
地
権
者
と

の
意
向
調
査
等
を
積
極
的

に
続
け
、
優
良
農
地
の
斡

旋
も
進
め
て
ほ
し
い
。
し

か
し
、
住
宅
街
に
あ
る
農

地
や
、
形
状
が
悪
く
小
さ

な
農
地
に
つ
い
て
は
、
遊

休
農
地
の
解
消
に
ほ
ど
遠

い
。
条
件
の
悪
い
農
地

は
、
大
規
模
農
家
を
対
象

と
す
る
の
で
は
な
く
、
家

庭
菜
園
や
市
民
農
園
と
し

て
、
多
く
の
住
民
に
活
用

し
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き

な
い
の
か
。
家
庭
菜
園
用

に
貸
し
出
し
を
仲
介
し
、

解
消
に
努
め
る
べ
き
と
考

え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

答　
遊
休
農
地
の
発
生
防

止
や
解
消
策
の
一
つ
の
案

と
し
て
、
家
庭
菜
園
や
市

民
農
園
と
し
て
の
活
用

は
、
大
変
有
意
義
と
考
え

る
。
早
い
時
期
に
実
施
で

き
る
よ
う
検
討
す
る
。

問　

村
の
存
続
に
関
わ
る

東
海
第
二
は
再
稼
働
し
て

は
な
ら
な
い
と
思
う
が
考

え
を
伺
う
。

答　

新
規
制
基
準
適
合
性

審
査
結
果
、
安
全
協
定
の

見
直
し
、
広
域
避
難
計
画

策
定
、
住
民
・
議
会
の
意

見
を
伺
い
、
総
合
的
に
判

断
す
る
。

問　

避
難
計
画
策
定
を
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
14
の

周
辺
市
町
村
に
も
事
前
了

解
権
を
認
め
る
よ
う
、
国

は
原
電
を
指
導
す
べ
き
と

考
え
る
。
ま
た
、
東
海
第

二
の
安
全
性
や
避
難
計
画

の
実
効
性
が
不
備
な
ら
、

再
稼
働
に
待
っ
た
を
か
け

る
権
限
を
国
に
要
求
す
べ

き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺

う
。

答　

国
は
事
業
者
と
地
元

で
協
議
し
て
ほ
し
い
と
の

回
答
。
6
市
村
で
事
業
者

に
権
限
を
求
め
て
い
く
。

避
難
計
画
は
実
効
性
を
高

め
る
努
力
を
し
て
い
く
。

問　

国
は
地
元
同
意
に
つ

い
て
地
方
任
せ
に
し
て
き

た
結
果
、
川
内
、
高
浜
原

発
は
周
辺
自
治
体
の
反
対

を
無
視
し
て
再
稼
働
を
受

け
入
れ
た
。
村
と
５
市

は
、
安
全
確
保
の
権
限

を
、
周
辺
5
市
に
も
認
め

る
よ
う
原
電
に
求
め
て
き

た
。
周
辺
市
町
村
の
反
対

を
無
視
し
て
は
な
ら
な
い

と
思
う
が
考
え
を
伺
う
。

答　

東
海
村
だ
け
で
決
め

る
こ
と
は
、
考
え
て
い
な

い
。

問
質
般
一

無会派　清宮　寿子　議員

新政とうかい　吉田　充宏　議員

問

問

答

答

民家に近い遊休農地は
　家庭菜園に

東海第二は
　安全確保を最優先に

早期に実施できるよう検討する

村だけで決める事は考えていない

事故後の福島原発と視察団

住宅街の遊休農地



※日程は変更になる場合があります。
※開会・一般質問・議案審議は、議会棟２階の議会事務局窓口で住所・氏名等を記載するだけで、ど
なたでも傍聴できます。（受付は30分前から）

村長選挙実施のため、例年と日程が異なります。

期　日 時　間 内　容

  9月29日（金） 午前10時～ 開　会

10月10日（火） 午前10時～ 一般質問

10月11日（水） 午前10時～ 一般質問

10月12日（木） 午前10時～ 一般質問

10月13日（金） 午前  9時～ 予算決算委員会

この議会だよりは再生紙を使用しています。

期　日 時　間 内　容

10月16日（月） 午前  9時～ 予算決算委員会

10月17日（火） 午前  9時～ 予算決算委員会

10月19日（木） 午前10時～ 予算決算委員会

10月24日（火） 午前10時～ 議案審議

９月定例会日程（予定）
村内各コミセン

総合福祉センター「絆」
でライブ配信中

イ
モ
ゾ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
学
ぼ
う

議
会
の
豆
知
識
⑤

「請願」とは、なんですか？
　憲法 16条や地方自治法で保障された住民の権利です。ど
なたでも、村政に対する意見や要望などを請願として議員一名
以上の紹介により、村議会に提出できます。提出された請願は、
所管する常任委員会等に付託され、審査結果を本会議で報告し
ます。本会議においては、その審査結果をもと
に、質疑・討論・表決の順に行い可決または否
決が決定します。
　請願制度は「封建君主が持っていた絶対的権力に
　よって侵害され、制約されていた　人民の権利
　　を救済する制度としてつくられ、今日に至っ
　　　ている。」議員必携より。

編
　
集
　
後
　
記

　

今
議
会
開
会
直
後
の
６
月
３
日
、
東
海

村
出
身
の
吉
村
真
晴
選
手
が
、
石
川
佳
純

選
手
と
組
ん
で
、
ド
イ
ツ
で
の
世
界
卓
球

選
手
権
で
、
48
年
ぶ
り
に
歴
史
的
快
挙
の

金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

吉
村
選
手
は
、
本
年
３
月
に
村
民
栄
誉

賞
を
受
賞
し
、
村
民
の
誇
り
で
す
。
更
な

る
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
後
に
続
く
、
東
海
村
出
身

の
才
能
あ
る
人
た
ち
の
成
長
を
期
待
し
、

応
援
し
て
い
ま
す
。

　

優
勝
し
た
喜
び
の
映
像
は
、
村
民
へ
の

勇
気
と
希
望
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な
り
ま
し

た
。

　

猛
暑
が
続
く
と
思
い
ま
す
が
、
暑
さ
に

負
け
ず
、
鍛
え
の
夏
に
し
て
ま
い
り
ま

し
ょ
う
。

（
植
木　

伸
寿
）
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